
推薦に基づく入試（推薦入試）

普通科コース

☆コースを設置している学校の特色ある教育活動（令和６年度入試で募集を行う予定の学校〔コース〕）

○深川高校〔外国語コース〕

ＡＬＴ（※）及びＪＥＴ（※）による少人数授業（総合英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、エッセイライティングⅠ）、英

語合宿（１年生・２年生）、オンライン英会話、海外語学研修（希望者）、外国語コース講演会（国際理解

に関する講演）、英検、各種英語検定試験（GTEC、ケンブリッジ英語検定など）、全国高校生英作文コン

テスト、東京都高英研主催高校生英語ディベート・スピーチ大会等への参加。特徴的な授業や探究的活動

を通し、英語力だけではなくグローバルな視点を身に付ける。

○片倉高校〔造形美術コース〕

〔１年生〕デッサンや絵画、彫刻、デザインなど美術全般の基礎学習、〔２年生〕アート専攻とデザイン専

攻に分かれての選択授業、〔３年生〕洋画・日本画・彫刻・ビジュアルデザイン・クラフトデザインの五つ

の専攻に分かれての選択授業、美術系の授業は全て多展開の少人数授業

〔１年生〕学内展覧会、〔２年生〕学外展覧会、〔３年生〕卒業制作展（学外）

○松が谷高校〔外国語コース〕

○小平高校〔外国語コース〕

※ＡＬＴ…外国人英語等教育補助員

※ＪＥＴ…海外から若者を招致し、語学指導等を行う指導者として、都道府県や区市町村が任用するもの

Ｑ：普通科コースは、普通科とはどのように違うのですか？

Ａ：普通科の中で、生徒の興味・関心や進路希望に応えられるよう、全ての生徒が履修することになって

いる基礎的な科目のほかに、特定の科目について一般に履修するよりも多く（２０から２５単位程度）

履修できる教育課程で、１年生から、英語や美術など好きな科目を重点的に学ぶことができます。

　都立高校の入試には、推薦に基づく入試（推薦入試）と学力検査に基づく入試（第一次募集・第二次募集・分

割募集）があります。

　なお、エンカレッジスクールやチャレンジスクールのように学力検査によらない入試を行う学校もあります。

●　推薦入試の目的は、以下のとおりです。

●　推薦入試は、主に都立高校全日制課程で実施します。対象となるのは、以下の二つの条件を満たす生徒です。

●　推薦入試には、以下の３種類があります。

調 査 書 点
集団討論・
個人面接点

小論文又は
作文点

実 技 検 査 点
その他学校が設定する
検査の点数

総 合 成 績

（１）一般推薦

（２）文化・スポーツ等特別推薦

（３）理数等特別推薦

　AＬＴ・ＪＥＴによる少人数授業、ＰＣＬＬで映像を使った授業、英検全員受験、ＧＴＥＣ受験、レシテー

ション（暗唱）／スピーチコンテスト、プレゼンテーション、英語多読、英語書評合戦、自由選択（韓国語・

スペイン語）、大使館と連携した国際理解教室、海外語学研修（フィリピン・希望者）、国際交流行事等

　基礎的な学力を前提に、思考力、判断力、表現力等の課題を解決するための力や、自分の考えを相手に的確

に伝えるとともに、相手の考えを的確に捉え人間関係を構築するためのコミュニケーション能力など、これか

らの社会にあって生徒たちに必要となる力を評価し、選抜する。

（１）令和５年１２月３１日現在、都内在住で、都内の中学校に在学していて、入学後も引き続き都内に在住

し、令和６年３月に都内の中学校を卒業する見込みの生徒

（２）志願する都立高校を第１志望とする生徒

○一般推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた生徒が応募できます。

○検査は、集団討論、個人面接、小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定する検査を組み合わせ

て実施します。集団討論、個人面接、小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定する検査の内容

については、各学校で定めます。

・集団討論と個人面接は、原則として全ての学校で実施します。（集団討論を実施しない学校もあり

ます。）

・小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定する検査は、それらの中から各学校が一つ以上を選ん

で実施します。

○選考は、調査書点のほか、集団討論及び個人面接、小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定す

る検査の各点数を総合した成績で行います。

○文化・スポーツ等特別推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた生徒が応募で

きます。文化・スポーツ等特別推薦は、実施する学校と実施しない学校があります。また、募集人員

は、一般推薦の募集人員の内に含まれます。

○検査は、文化・スポーツ等特別推薦を実施する全ての学校で、個人面接又は集団面接及び実技検査を実

施します。作文など、その他の検査を実施する場合は、各学校で内容を定めます。

○選考は、調査書点のほか、個人面接又は集団面接、実技検査及び各学校が定めたその他の検査の各点

数を総合した成績で行います。

○理数等特別推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた生徒が応募できます。

○検査は、理数等特別推薦を実施する立川高校の創造理数科で、科学分野等の研究に関するレポートにつ

いての口頭試問、個人面接及び小論文を実施します。

○選考は、調査書点のほか、科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問、個人面接及び小論

文の各点数を総合した成績で行います。

〇科学技術高校の理数科※仮称においても、理数等特別推薦を実施する予定です。

＜深川高校：海外語学研修＞ ＜片倉高校：夏期講習「石膏デッサン」＞

＜松が谷高校：スピーチコンテスト＞ ＜小平高校：折り紙を通じた国際交流＞

　次世代リーダーを含む海外の高校への留学指導、海外修学旅行（台湾）、第二外国語（中国語、ドイツ語、

フランス語、韓国語、スペイン語）、アメリカ語学研修、レシテーション（英文暗唱）コンテスト、海外

からの留学生との国際交流事業、長期留学生のクラス受け入れ、オンライン英会話、英検校内受験（希望者）、

ＧＴＥＣ受験、海外の大学への進学説明会、5 人の外国人講師（英語）による少人数授業
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学力検査に基づく入試（第一次募集・第二次募集・分割募集）

●　推薦入試における調査書点は、調査書における各教科の観点別学習状況の評価（全２７観点）又は評定（９教科）

のどちらか一方を点数化します。

　　点数化するに当たり、観点別学習状況の評価を用いる場合は、各都立高校の特色に応じて、特定の観点の配点を

高くするなどして活用します。詳細については、４２、４３ページをご覧ください。

　　なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校は、観点別学習状況の評価を用います。

●　各学校の募集人員に占める推薦入試の募集人員の割合については、１１月上旬に発行予定の「令和６年度東京

都立高等学校募集案内」で確認してください。

●　選考

　学力検査の得点、調査書点及び点数化したスピーキングテスト結果のほか、面接、小論文又は作文、実技検査を実

施する学校ではこれらの点数を総合した成績で行います。

●　学力検査の得点と調査書点の比率

　全日制課程の第一次募集・分割前期募集では、原則として、「７：３」、分割後期募集・第二次募集では、原則として、

「６：４」になります（ただし、芸術及び体育に関する学科については、学力検査が３教科となることから、どちらの

募集も「６：４」となります。）。また、定時制課程の第一次募集・分割前期募集では、原則として、「７：３」又は「６：４」

のどちらかを各学校が定め、分割後期募集・第二次募集では、原則として、「６：４」又は「５：５」のどちらかを各

学校が定めます。

●　学力検査に基づく入試における調査書点

　学力検査を５教科で実施する場合に、学力検査を実施しない実技４教科について、評定の合計を２倍して、点数

化します。学力検査が３教科（国語・数学・英語）の場合には、これらの教科を除いた６教科の評定の合計を２倍し

て、点数化することになります。

　学力検査に基づく入試における調査書点の点数化については、４４ページをご覧ください。

●　その他

　面接、小論文又は作文、実技検査の満点は、各学校で定めます。

　「学力検査問題の自校作成」、「学力検査によらない入試」といった特色ある入試を実施する学校もあります（５０

～５７ページのＱ＆Ａ参照）。

※３９～４１ページの記載は令和５年度入試の内容に基づくものであり、令和６年度入試では、新型コロナウイルス感

染症の感染症法上の位置付けが５類感染症になったことに伴い、対応について変更が生じる可能性があります。詳細

は９月に決定し、東京都教育委員会のホームページに掲載する予定です（東京都教育委員会のホームページのＵＲＬ

は、この冊子の裏表紙を確認してください。）。

　なお、詳しい内容は、１１月上旬に発行予定の「令和６年度東京都立高等学校募集案内」に掲載します。

【 学力検査によらない入試 】

○チャレンジスクール（３０ページ参照）では、調査書を用いず、また、学力検査を行わず、志願申告書、個人

面接及び作文により選考を行います（調査書及び自己ＰＲカードの提出は不要です。）。

○エンカレッジスクール（３１ページ参照）では、学力検査を行わず、調査書、面接、小論文又は作文及び実技

検査の各得点を総合した成績で選考を行います。

●　受検教科

【全日制課程】

　第一次募集・分割前期募集では、原則として、国語、数学、英語、社会、理科の５教科を実施します（ただし、芸術及

び体育に関する学科については、当該学科に関する能力、適性等をみるため実技検査を行うことから、学力検査は３

教科となります。）。また、分割後期募集・第二次募集では、原則として、国語、数学、英語の３教科を実施します。

　なお、学校によっては、学力検査に加え、面接、小論文又は作文、実技検査を実施する場合があります。

【定時制課程】

　第一次募集・分割前期募集では、原則として、国語、数学、英語、社会、理科の５教科の中から３教科以上を実施し

ます（実施する教科については、各学校が定めます。）。また、分割後期募集・第二次募集では、原則として、国語、数学、

英語の３教科を実施します。第一次募集・分割前期募集、分割後期募集・第二次募集のどちらにおいても、面接を必

ず実施します。

　なお、学校によっては、学力検査と面接に加え、小論文又は作文、実技検査を実施する場合があります。

　都立高校では、原則として全校が第一次募集を行います。第一次募集の結果、入学手続人員が募集人員に

達しない学校は、第二次募集を行います。

　ただし、分割募集といい、あらかじめ募集人員を分割し、第一次募集期間における募集（分割前期募集）と

第二次募集期間における募集（分割後期募集）の２回に分けて募集を行う学校があります。

学力検査の

得 点
調 査 書 点

スピーキング

テスト結果 面 接 点

（※） （※）

小論文又は

作文点（※）

実技検査点

総 合 得 点

総 合 成 績

（※）面接、小論文又は作文、実技検査を実施する学校と、実施しない学校とがあります。

全日制課程

＋

第一次募集
・

分割前期募集

学力検査の教科数 学校によって
実施する検査

小論文
（作文）

面接

実技検査

5教科
（国・数・英・社・理）

3教科
（国・数・英）

分割後期募集
・

第二次募集

定時制課程

＋

第一次募集
・

分割前期募集

学力検査の教科数 学校によって
実施する検査

小論文
（作文）

実技検査

5教科～ 3教科
（教科数は各学校が定めます。） 面接

（定時制課程
の入試では
面接を必ず
実施します。）3教科

（国・数・英）
分割後期募集

・
第二次募集

全日制課程 定時制課程

第一次募集
・

分割前期募集

第一次募集
・

分割前期募集

学力検査と調査書の比率 学力検査と調査書の比率

7：3 7：3又は 6：4
（各学校が定めます。）

6：4 6：4又は 5：5
（各学校が定めます。）

分割後期募集
・

第二次募集

分割後期募集
・

第二次募集
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学力検査に基づく入試（第一次募集・第二次募集・分割募集）

●　推薦入試における調査書点は、調査書における各教科の観点別学習状況の評価（全２７観点）又は評定（９教科）

のどちらか一方を点数化します。

　　点数化するに当たり、観点別学習状況の評価を用いる場合は、各都立高校の特色に応じて、特定の観点の配点を

高くするなどして活用します。詳細については、４２、４３ページをご覧ください。

　　なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校は、観点別学習状況の評価を用います。

●　各学校の募集人員に占める推薦入試の募集人員の割合については、１１月上旬に発行予定の「令和６年度東京

都立高等学校募集案内」で確認してください。

●　選考

　学力検査の得点、調査書点及び点数化したスピーキングテスト結果のほか、面接、小論文又は作文、実技検査を実

施する学校ではこれらの点数を総合した成績で行います。

●　学力検査の得点と調査書点の比率

　全日制課程の第一次募集・分割前期募集では、原則として、「７：３」、分割後期募集・第二次募集では、原則として、

「６：４」になります（ただし、芸術及び体育に関する学科については、学力検査が３教科となることから、どちらの

募集も「６：４」となります。）。また、定時制課程の第一次募集・分割前期募集では、原則として、「７：３」又は「６：４」

のどちらかを各学校が定め、分割後期募集・第二次募集では、原則として、「６：４」又は「５：５」のどちらかを各

学校が定めます。

●　学力検査に基づく入試における調査書点

　学力検査を５教科で実施する場合に、学力検査を実施しない実技４教科について、評定の合計を２倍して、点数

化します。学力検査が３教科（国語・数学・英語）の場合には、これらの教科を除いた６教科の評定の合計を２倍し

て、点数化することになります。

　学力検査に基づく入試における調査書点の点数化については、４４ページをご覧ください。

●　その他

　面接、小論文又は作文、実技検査の満点は、各学校で定めます。

　「学力検査問題の自校作成」、「学力検査によらない入試」といった特色ある入試を実施する学校もあります（５０

～５７ページのＱ＆Ａ参照）。

※３９～４１ページの記載は令和５年度入試の内容に基づくものであり、令和６年度入試では、新型コロナウイルス感

染症の感染症法上の位置付けが５類感染症になったことに伴い、対応について変更が生じる可能性があります。詳細

は９月に決定し、東京都教育委員会のホームページに掲載する予定です（東京都教育委員会のホームページのＵＲＬ

は、この冊子の裏表紙を確認してください。）。

　なお、詳しい内容は、１１月上旬に発行予定の「令和６年度東京都立高等学校募集案内」に掲載します。

【 学力検査によらない入試 】

○チャレンジスクール（３０ページ参照）では、調査書を用いず、また、学力検査を行わず、志願申告書、個人

面接及び作文により選考を行います（調査書及び自己ＰＲカードの提出は不要です。）。

○エンカレッジスクール（３１ページ参照）では、学力検査を行わず、調査書、面接、小論文又は作文及び実技

検査の各得点を総合した成績で選考を行います。

●　受検教科

【全日制課程】

　第一次募集・分割前期募集では、原則として、国語、数学、英語、社会、理科の５教科を実施します（ただし、芸術及

び体育に関する学科については、当該学科に関する能力、適性等をみるため実技検査を行うことから、学力検査は３

教科となります。）。また、分割後期募集・第二次募集では、原則として、国語、数学、英語の３教科を実施します。

　なお、学校によっては、学力検査に加え、面接、小論文又は作文、実技検査を実施する場合があります。

【定時制課程】

　第一次募集・分割前期募集では、原則として、国語、数学、英語、社会、理科の５教科の中から３教科以上を実施し

ます（実施する教科については、各学校が定めます。）。また、分割後期募集・第二次募集では、原則として、国語、数学、

英語の３教科を実施します。第一次募集・分割前期募集、分割後期募集・第二次募集のどちらにおいても、面接を必

ず実施します。

　なお、学校によっては、学力検査と面接に加え、小論文又は作文、実技検査を実施する場合があります。

　都立高校では、原則として全校が第一次募集を行います。第一次募集の結果、入学手続人員が募集人員に

達しない学校は、第二次募集を行います。

　ただし、分割募集といい、あらかじめ募集人員を分割し、第一次募集期間における募集（分割前期募集）と

第二次募集期間における募集（分割後期募集）の２回に分けて募集を行う学校があります。

学力検査の

得 点
調 査 書 点

スピーキング

テスト結果 面 接 点

（※） （※）

小論文又は

作文点（※）

実技検査点

総 合 得 点

総 合 成 績

（※）面接、小論文又は作文、実技検査を実施する学校と、実施しない学校とがあります。

全日制課程

＋

第一次募集
・

分割前期募集

学力検査の教科数 学校によって
実施する検査

小論文
（作文）

面接

実技検査

5教科
（国・数・英・社・理）

3教科
（国・数・英）

分割後期募集
・

第二次募集

定時制課程

＋

第一次募集
・

分割前期募集

学力検査の教科数 学校によって
実施する検査

小論文
（作文）

実技検査

5教科～ 3教科
（教科数は各学校が定めます。） 面接

（定時制課程
の入試では
面接を必ず
実施します。）3教科

（国・数・英）
分割後期募集

・
第二次募集

全日制課程 定時制課程

第一次募集
・

分割前期募集

第一次募集
・

分割前期募集

学力検査と調査書の比率 学力検査と調査書の比率

7：3 7：3又は 6：4
（各学校が定めます。）

6：4 6：4又は 5：5
（各学校が定めます。）

分割後期募集
・

第二次募集

分割後期募集
・

第二次募集
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